[課題]　クロス集計とカイ2乗検定
I. はじめに
 2012年11月14日(水) 午前11時から15時まで、新潟青陵大学の学生食堂にいる女子学生100名に対して、使用しているアイライナー（化粧品のひとつ）と化粧品購入に関する情報収集、ならびに価値観に関して調査を行った（今回の課題では一部のみ使用）。
　表1の質問紙（一部のみ）をもちいて商品購入時の「情報収集」（DとGの質問）、「価値観」（AとCの質問）を2件法（当てはまる・当てはまらない）で調査した（この課題は伊佐瞳（2013）を用いている）。
表 1　調査に使用した質問紙（一部のみ）

問2．あなたが化粧品を購入する際に、気を付ける点は何ですか。
あなたの考えにもっとも近い選択肢の欄に○をつけてお答えください。
	
	
	当てはまる
	当てはまらない

	Ａ
	「とにかく安いものを」という意識で買い物をしている
	
	

	省略

	Ｃ
	ライフスタイルや個性を重視して買い物をしている
	
	

	Ｄ
	メーカーのウェブページで情報を集める
	
	

	省略

	Ｇ
	商品を買う前にクチコミサイトを利用する
	
	

	省略


II. 問題提起（問い）
この研究で明らかにする「問い」を提起する。回答者が使用している商品の“クチコミサイト”をみると、悪いコメント（「書きにくい」・「にじむ」など）が、多く書かれていた。G「商品を買う前にクチコミサイトを利用する」人は、なぜ悪いコメントを見たにもかかわらず、商品を購入したのだろうか。
問い：なぜ悪口が書かれているクチコミサイトをみて、商品を購入するのだろうか。
III. 仮説
この問いに対し、以下のような仮説を考えた。
仮説：クチコミ利用者は、価値観を明確に持ち、自ら情報を収集し、合理的な判断を行う。メーカーのウェッブページからの良い情報と、消費者のクチコミサイトの悪い情報を収集し、自らの価値観と照らし合わせ、合理的に多くの商品の中から選択していると考えた。
例えば、以下の図1のような価値観、メーカーの情報・クチコミの情報を持ち、判断をケースが考えられる（他の価値観や情報収集もあり得る）。

価値観

新しいものが好き
メーカー
良い情報：新技術によって今までにないくっきりとしたライン
クチコミ
悪い情報：書きにくい





判断

新しい技術に多くの人はまだ慣れていない。“新しい”証拠。
常に最新のものを取り入れてきた自分ならすぐに慣れる。
図 1　仮説の一具体例
　新しいものが好きなという考え方（価値観）をもっている“ある回答者”が、メーカーのサイトから「新技術によって今までにないくっきりとしたライン」という情報を得る。自分の考えに合っているか、その情報だけで判断せずに、クチコミサイトを閲覧した。その結果、「書きにくい」という書きこみを多数閲覧した。
クチコミサイトの“悪い情報”を「新しい技術に多くの人はまだ慣れていない。これは“新しい”証拠」「常に最新のものを取り入れてきた自分なら、すぐに慣れる」と判断し、購入する。
　なんらかの“明確な価値観”を持っているものは、持っていないものよりも、商品が自分の価値観に照らし合わせて、価値のあるものか、念入りに情報収集を行う。価値観が明確なため、チャックすべきポイントを自覚するようになり、情報を求めるようになる。
　企業からの情報（WEBページや雑誌）のみでなく、消費者の情報（クチコミサイトなど）も多角的に収集する。そしてどちらの情報も、鵜呑みにせず、価値観に照らし合わせて、判断すると考えられる。
この仮説が正しければ、調査結果（問2のA・C・D・G）を分析すると以下の3つの傾向性があることが予想される。この予想に関して分析を行い、レポートにまとめよう。
1. 単に価格を比較し購入する「低価格志向」とクチコミサイト利用は関連がない。　　　　　分析1：問2A「低価格重視」と問2G「クチコミサイト利用度」のクロス集計・統計的検定（独立性の検定）を行う。
（クチコミサイト利用者は「単に価格のみでなくさまざまな情報を収集し判断している」ことが予想される）
2. 価値観（ライフスタイル重視）を明確に持っているほど、クチコミサイトを閲覧する。
分析2：問2D「ライフスタイル重視」と問2G「クチコミサイト利用度」のクロス集計・統計的検定（独立性の検定）を行う。
3. ウェッブページを利用するほどクチコミサイトを閲覧する。
分析3：問2C「Webページ閲覧」と問2G「クチコミサイト利用度」のクロス集計・統計的検定（独立性の検定）を行う。
使用データ
データは第一回の演習でダウンロードしたエクセルファイル（○○○○.xlsx）のシート「クロス集計とカイ二乗検定」を使用する。
IV. 演習課題

分析2.「ライフスタイル重視」（問2D）と「クチコミサイト利用度」（問2G）
のレポートをワードで作成する。以下に手順を示す。
手順1：分析3.「Webページ閲覧」（問2A）と「クチコミサイト利用度」（問2G）について、「レポート例」を“５・６ページ”に示す。まずこれを読み課題の全体像をつかむ。
手順2：分析2「ライフスタイル重視」（問2D）と「クチコミサイト利用度」（問2G）について、「クロス集計とカイ2乗検定の仕方」を“動画”で示す。手順についての映像を参考に分析2を行う。
映像はインターネットが閲覧可能なPCにてエクセルファイル（2013U2DATA.xlsx）のシート「クロス集計とカイ二乗検定」のセルI３の「クロス集計と、カイ2乗検定の手順」を、クリックし、リンクされた映像を（７分）閲覧しながら作業する。この動画に沿って、作業をすると分析が完了する。
手順3：レポート例を参考にレポートをワード執筆。
手順4：演習時間内に可能な場合は、分析1「低価格志向」（問2A）と「クチコミサイト利用度」（問2G）についても、レポートを作成しよう（帰無仮説が棄却されないケース。いままでの例と異なるので応用が必要である。理解の度合いが試せるので、ぜひチャレンジしよう）。
レポート例（分析3）

20XX年XX月XX日
学籍番号1200000　国情太郎
化粧品メーカーのウェッブページを閲覧するほどクチコミサイトを閲覧するか
目的
「化粧品メーカーのウェッブページを閲覧度（Webページ閲覧）」（「閲覧している」・「閲覧していない」の2段階）と問2G「クチコミサイトを商品購入前に参考にするか（クチコミサイト利用度）」（「利用する」・「利用しない」の２段階）のクロス集計・カイ２乗検の検定（独立性の検定）を行う。
仮説からの予想
我々の仮説が正しければ、ウェッブページを利用するほどクチコミサイトを利用しているという分析結果が得られることが予想される。またカイ２乗検定では「ウェブページを閲覧することクチコミサイトの利用は関連がない」という帰無仮説（注1）が棄却されることが予想される。この２点について検証を行う。
クロス集計とカイ２乗検定
　図1の化粧品のWebページ閲覧とクチコミサイト利用のクロス集計を見てほしい。「化粧品のWebページを閲覧している回答者」においては、「クチコミサイト利用しているもの」が46名、「利用していないもの」が25名と、利用しているものの方が２倍近く多い。
それに対し「Webページを閲覧していないもの」は、「クチコミサイトを利用するもの」が８名のみだが、「利用しないもの」は21名と、利用していないものの方が2.6倍にも及んでいる。
つまりウェッブページを閲覧しているほど、クチコミサイトを利用する傾向にあることが明らかになった。またカイ二乗検定（独立性の検定）を行ったところ、カイ２乗値は11.47、有意確率は0.1％であった（注2）。したがって有意確率１％水準で帰無仮説「ウェブページを閲覧することクチコミサイトの利用は関連がない」は棄却される。
＊レポート例は次のページに続いる。
＊なおレポート例の本文中の（注1）（注2）はレポートに記さない。
注1：「ウェッブページ利用とクチコミサイト利用は関連する」という仮説を検証するために、「関連しない」という「帰無仮説」を立て、この帰無仮説を棄却することで、「関連しないことはない＝関連する」と主張している。
注2：有意確率については映像資料2「誰でもわかるカイ２乗検定のしくみ」で解説する。
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図1　化粧品のWebページ閲覧とクチコミサイト利用のクロス集計

結論
分析の結果、「化粧品のウェブページを閲覧するほど、商品購入の際にクチコミサイトを利用している」という傾向にあることが明らかになり、さらにカイ２乗検定では「ウェブページを閲覧することクチコミサイトの利用は関連がない」という帰無仮説が棄却された。
クチコミサイト利用者は、クチコミサイト、そしてウェッブページなどのメーカーからの情報を総合的に収集していると考えられる。これは我々の仮説からの予想と一致しており、今回の分析結果は仮説と適合していると結論付ける。
参考文献
伊佐瞳,2013,「ネガティブ情報がもたらす購買促進効果の要因解明」
2012年度新潟国際情報大学卒業論文（第55回日本数理社会学会
[2013年３月19日：於東北学院大学]で発表された）.
【演習追加課題１】
　内野駅前の喫茶店を貸し切っての「サッカー観戦の立ち飲みバー」を企画した。企画の実施に先立ち、アンケート調査を2011年6月に専門演習Bのなかで、行った（図○）。サンプル数はデータを参照のこと。データは第一回の演習でダウンロードしたエクセルファイル（○○○○.xlsx）のシート「グループ演習課題②」に掲載されている。

　私たちは以下のサッカー日本代表の試合を他大学の学生や地域の方と一緒に観戦しようという企画を計画しています。

日時

8月10日（水） 19：30キックオフ（予定）

対戦チーム
SAMURAI BLUE（日本代表） 対 韓国代表



（キリンチャレンジカップ2011）
　内野駅前の店舗を借りて、店内にプロジェクターを設置してTV映像を大きく映し出してお酒を飲みながら交流してもらおうと思っています。内野周辺の商店街と協力し、内野町の活性化の第一歩になればと考えています。
　そこでぜひ皆様に、お知恵をお借りできればと思い、アンケートをお願いすることにしました。
　このアンケートはこの地域活性化のプロジェクトと研究にのみ使用します。お答えは統計的にまとめますので、いっさい他の人に漏れることはありません。ご協力いただけますよう、よろしくお願い致します。
選択肢の中で、もっとも当てはまるもの番号に、○を付けて下さい。
問1　サッカー観戦は好きですか？　
（1.好き　・　2.嫌い　）
問2　普段、お酒は飲まれますか。
（1.「毎日」または「.時々」は飲む　・　2.「ほとんど」または「まったく」飲まない　）
問3　このスポーツ観戦バーを利用したいと思いましたか？
（1.利用したい　・　2.利用したくない　）
（以下省略）
注：実際のアンケートでは、選択肢は2択ではなく、4択（「1.好き　・　2.どちらかといえば好き　・　3.どちらかといえば嫌い　・　4.嫌い」など　）で調査しました。
図○　質問紙
分析1：問3「このスポーツ観戦バーを利用したい」と問1「サッカー観戦は好きですか」の調査結果のクロス集計を行う。さらにカイ2乗検定（独立性の検定）を行う。
分析2：問3「このスポーツ観戦バーを利用したい」と問2「普段、お酒は飲まれますか」の調査結果のクロス集計を行う。さらにカイ2乗検定（独立性の検定）を行う。
分析1・2を通して、この企画に参加したい人は、サッカー好きの人なのか、それとも酒好きの人なのかを結論付ける。
企画参加希望者が、「サッカー好き」ならば、お酒を提供できない広い会場でも、多くの参加者が望める。「お酒好き」ならば、キッチンのついた会場を準備する必要がある（また次回以降はサッカー観戦以外の企画でも開催可能）。
より多くの参加者を得るために「サッカー好き」のためにお酒を提供できなくても広い会場で実施すべきか、「お酒好き」のために狭くてもキッチンのある喫茶店をレンタルすべきか考察で述べる。
【演習追加課題2】
課題
コマーシャルの好感度調査を行った。コマーシャルに好感もつ要因を探るために、10月5日（金）に実施し、調査対象者は新潟国際情報大学に在籍する学生45名とした。
この課題ではアサヒ飲料の十六茶のコマーシャル（出演：新垣結衣・音楽：いきものがかり「KISSKISS BANG BAN」）の好感度とストレス、並びに音楽印象の関係について、クロス集計を行い、さらにカイ２乗検定を行い、考察せよ。
研究の問いと仮説
この課題は細野恭平（2013）を用いている。今回の課題に関係する、問いと仮説を紹介する。
問い：コマーシャルの好感度は、視聴者の要因（この課題ではストレス）や、コマーシャルの演出（この課題では音楽）によって、変化するのか。
この問いについての、以下の二つの仮説を紹介する。
視聴者ストレス説
　ストレスの影響により、不安を持つ、イライラするなど情緒的反応が生じる。ストレスが強い人ほど、自ら望んでいないテレビCMに対して不快感を抱き、CMに好感を持たない。よって、視聴者のストレス度が高いとき、CM好感度が低くなるという仮説が立てられる。
CM音楽説
CMに流れる音楽に対して印象度が強ければ、CMの音楽の印象からCM自体に対しても興味を抱き、CMの好感度も高まるのではないかと考えた。よってCM音楽の印象が強いとCM好感度が高くなるという仮説が立てられる。
調査方法
　調査対象者、45名を２グループ分け、それぞれ図○のように、テレビ番組、そしてCMを視聴してもらった。
　「CM好感度」は各CMに対し「CM自体の評価で近いものを選択してください」という質問について、「A:とても好感を持った」「B:好感を持った」「C:あまり好感を持たなかった」「D:好感を持たなかった」の４段階で回答を求めた。「A:とても好感を持った」「B:好感を持った」を「好感度高群」とし、「C:あまり好感を持たなかった」「D:好感を持たなかった」「好感度低群」として、2段階評定で集計したものを今回の課題では使用する。
ストレスについては、「今、ストレスを感じていますか」という質問に対し、「A:とてもストレスを感じている」「B:ストレスを感じている」の回答をストレス強、「C:あまりストレスを感じていない」「D:まったくストレスを感じていない」の回答をストレス弱としてまとめたデータを使用する。
　CM音楽の印象は各CM印象として、「CMで流れた音楽は耳に残りましたか」という質問に対し、「A:とても耳に残りやすい」「B:耳に残りやすい」を「音楽印象強群」とし、「C:あまり高まらなかった」「D:高まらなかった」を「音楽印象弱群」としたデータを使用する。
 

図○：調査方法　パタ－ン別

分析1：CM好感度とストレスの調査結果のクロス集計を行う。さらにカイ2乗検定（独立性の検定）を行う。
分析2：CM好感度と音楽の印象のロス集計を行う。さらにカイ2乗検定（独立性の検定）を行う。
分析1・2を通して「ストレス」、「音楽の印象」と「CＭ好感度」が、どのような関係になっているのか、結論で述べる（ストレスが強いほどCM好感度が高いのか、ストレスが弱いほど、ＣＭ好感度が高いのか、それともCM好感度とストレスは関係がないのか。音楽の印象が強いほどＣＭ好感度が高いのか、音楽の印象が弱いほどＣＭ好感度が高いのか、それともCM好感度とストレスは関係がないのか）。
　以上の結果から、考察において、どのようなCMの放映の仕方をしたらよいのか、考察しよう。視聴者のストレスにおいてCMの好感度が大きく異なるとしたら、どのような改善が可能だろうか（地上デジタル放送など、双方向通信が実現している現代ならば、さまざまな工夫が考えられるだろう）。音楽によって好感度が異なるとしたら、今後、どのような調査が必要だろうか。検討してほしい。
参考文献
細野恭平, 2013,「視聴者の心理・社会的ストレスによるCM好感度の変化」
2012年度新潟国際情報大学卒業論文.
2013年　情報処理演習U２：クロス集計とカイ２乗検定
演習シート
	
	
	
	
	
	
	
	


学籍番号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　
演習日時　　　　月　　　　日
難しかったところがあればお書きください。
	


簡単すぎるところがあればお書きください。
	


クロス集計を暮らしや仕事の中でどのように使用できると思いますか。応用例を一つ考えてみてください。友人と相談しても構いません。
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